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大貫　隆［著］

復活前と現在の「地平」が「融合」する
ヨハネ福音書の重奏構造を解明 !

ブルトマン、ケーゼマン、ボルンカム……錚
そうそう

々たる聖書学の権威による解釈でも完全に見落とされてきたのが、イエ
スの全時性とヨハネ共同体に吹き渡っていた聖霊（パラクレートス）の息吹への気づきだった ―。この視座から捉
え直して見えてくる新たな「地平の融合」とは。
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ヨハネ福音書解釈の根本問題
ブルトマン学派とガダマーを読む
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